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隠岐諸島

全国６,８５２島
有人島：４２２2



約６０km

隠岐諸島

島根県

島の交通

本土から高速船で約1時間、
フェリーで約２～３時間。

冬場は季節風が強く吹き荒
れ、船が欠航して孤島化す
ることも珍しくなく、地理的ハ
ンディキャップは大きい。
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隠岐の島町
約14,000人

西ノ島町
約2,900人

知夫村
約600人

海士町(中ﾉ島)
約2300人

海士町

日本海の島根半島沖合
約60Kmに浮かぶ隠岐諸

島の中の一つ中ノ島を
「海士町」といい1島1町の
小さな島。（面積33.46ｋ㎡、
周囲89.1㎞）

1963年 大山隠岐国立公園指定
1985年 ｢天川の水｣日本の名水百選指定
1997年 海域公園指定（環境省）
2009年 日本で最も美しい村連合加盟
2013年 【隠岐】世界ジオパークに認定

どうぜん

島前

どうご

島後

隠岐諸島隠岐諸島
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半農半漁の島

対馬暖流の影響を受けた

豊かな海と、名水百選に

選ばれた豊富な湧水に恵

まれ、自給自足のできる

半農半漁の島。
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御食つ國 海士

平城京跡から隠岐國・海

士の「干しアワビ」等が献

上されていたことを示す

木簡が発見される。

※御食つ國：朝廷に海産物を中心とした御食料を貢いだと推定される国。
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後鳥羽上皇

承久三年（１２２１年）
隠岐國・海士へ御配流に。

奈良時代から遠流の地として遣
唐副使の小野篁をはじめ、承久
の乱(1221年)に敗れ、ご配流の
身となられた後鳥羽上皇は、在
島19年余、この島で生涯を終え
られ、島民の畏敬の念はいまな
お深い。

我
こ
そ
は

新
島
守
よ

隠
岐
の
海
の

荒
き
波
風
心
し
て
吹
け



小泉 八雲
（ラフカディオ・ハーン）

海士・菱浦港を愛し
「鏡ヶ浦」と名付けた。

明治25年、妻セツと来島。文豪、
小泉八雲は、隠岐旅行の際「菱
浦港」を最も気に入り滞在された。

海士は、その昔より「よそ者」に
対するホスピタリティに富んだ土
地柄であったようである。
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人口の推移（国勢調査より）

戦後、約７,０００人いた人口は、
７０年間で３分の１に。
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※R4.8.2現在 住基人口 2,317人
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《人口の構成》

人口構成

高校卒業後、ほとんどが島外へ。２０～４０歳代前半
地域活力が極めて低く、高齢化率は３８％
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H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

億円 海士町の基金残高の推移

行財政改革 やるぞ計画
（H11年度～15年度）

地財ショック

当時のシミュレーションでは、平成２０年度には
確実に「財政再建団体」へ転落の危機が予測された。

H２０年度
財政再建団体に！？

◆国の経済対策に呼応した公共事業への投資で社会資本は整備された・・・・
・・（離島振興法）

◆その結果、住民の暮らしは改善されたが、一方で体力以上に膨らんだ地方債

●平成13年度末約101.5億円ピーク） ●平成15年度末約95億円
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人口減少
超少子高齢化
超財政難

人口減少
超少子高齢化
超財政難

この島の現状は日本の未来

島は社会の縮図

島に日本の未来を創るヒントがある！ 12



覚悟の単独町制を決断
平成の「大合併の嵐」が吹く中で、H１５年１２月任意合併協議会を解散。

「自分たちの島は自ら守り、島の未来は自ら築く」

という住民や職員の地域への「誇り」と「気概」が、「自立への道」を 選択させた。

※それは自治の原点である。

自立促進プランを策定
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まちづくりのキーワード

自立・挑戦・交流



自立への挑戦
生き残りをかけた「守り」と
「攻め」の両面作戦を展開

自立促進プランに基づき、行財政改革を大
胆に実行し、「守り」を固める一方で、「攻め」
の方策として、新たな産業創出（雇用創出）を
強力に推進する。 15



生き残るための
｢守り｣の戦略

自らの身を削らない改革は

支持されない

過去に例のない徹底した

行財政改革の断行
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生き残るための｢守り｣の戦略 行財政改革の断行

自らの身を削らない改革は支持されない！
人件費の削減効果（H17）約２億円。

給料・報酬カット

三 役 ▲50％～40％
職 員 ▲30％～16％

平均22％▲、
ラスパイレス指数72.4
→日本一給料の安い公務員に！

議 員 ▲40％
教育委員 ▲40％
区 長 ▲10％

給与・報酬カットによって

・老人クラブ等－バス料金値上げ、
補助金返上

・各種委員－日当減額申し入れ

・給与カットの一部で
「子育て支援」を後押し
→出産祝金、保育料無料化等
人件費の5%を目的化
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参考 子育て支援条例

議員・職員などの給与カットで、
子育て支援の財源を賄う。

１、結婚

祝金

結婚後、海士町に在住し、引き続き定住の意志を持つ者

支給額 １００，０００円（１人５０，０００円）１人１回限り

２、

すこやか

祝金

海士町に在住し引き続き定住の意志を持つ者が出産した時

支給額

子どもの数 支給額

１人目 １００，０００円

２人目 ２００，０００円

３人目 ５００，０００円

４人目以上 １，０００，０００円

３、妊娠・
出産、子
供の通院
に係る交
通費等助
成

妊娠中の定期検診 ・１回当たりの交通費

・宿泊費

・健診費
町外出身者の里帰り出
産

不妊治療のために通院

18歳以下の子どもの精
密検査等に係る通院

４、保育料軽減
５、チャイルドシート購入費助成
６、転入児童生徒等奨励金
７、乳児医療



生き残るための
｢攻め｣の戦略

島の新産業創出事業により、加工産業を軸とした雇用創出

・地域再生計画の認定（H16,H17,H21,H25）

・構造改革特区の認定（H16）

・農商工連携88選認定（H20)

島まるごとブランド化

一点突破型 産業振興策
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役場の産業機能を本庁から完全に切り離し、キンニャモニャセンターに産業三課を設置役場の産業機能を本庁から完全に切り離し、キンニャモニャセンターに産業三課を設置

交流促進課

地産地商課

産業創出課

☆出会い・定住の促進

☆本土外貨の獲得

☆新産業、雇用創出

→

→

→

～島の駅 キンニャモニャセンター～～島の駅 キンニャモニャセンター～



０１
隠岐の食文化の代表格

島じゃ常識サザエカレー
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０２
全国初の養殖化に成功！

いわがき春香
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３年の歳月をかけ、丹念に育てられる。
築地では最高値！
首都圏オイスターバーでも大ヒット！
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０３
鮮度・流通に悩む、離島ハンデを克服。

自治体初! ＣＡＳシステム導入
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細胞を破壊しない新冷凍技術ＣＡＳを導入
ＣＡＳ凍結センターＨ１７年度稼働
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いわがきグラタン ひおうぎ貝ドリア

海鮮フライ イカのゲソ・耳から揚げ

新商品 開発！
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第3回全国ご当地どんぶり 選
手権大会in東京ドーム

ＣＡＳ商品「寒シマメ漬け丼」
第7位、9位にランク

ＰＲ活動ＰＲ活動

首都圏イベント会場を転々と！

離島キッチンカー（移動販売車）

Ｆｏｏｄｅｘ Ｊａｐａｎへの参加取引先でのイベント開催

商談活動商談活動

居酒屋産業展への参加



０４
島生まれ、島育ち

隠岐牛のブランド化
建 設 業 か ら 農 畜 産 業 へ 異 業 種 参 入
（構造改革特区導入～農地法規制緩和））
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ミネラル豊富な放牧地で育ち、
病気に強い、幻の黒毛和牛。
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ＰＲ活動

東京食肉市場関係者との
品質向上研修会を実施

東京食肉市場関係者を
招いて産地で研修会

首都圏高級スーパーでの
ＰＲイベント エバラ食品との連携

市場関係者との
信頼構築
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Ｕ・Ｉターン者６名が繁殖和牛に新規参入
隠岐島内の建設業者３社が畜産業に参入

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29H30 R1 R2 R3

出荷実績 85 109 127 129 142 148 136 137 161 198 203 199 211 213 199 198

0

50

100

150

200

250

A-5率 ：44％（R4：65％）
※黒毛和種 雌牛クラス

上物率：83％（R4：93％）
※上物（A-4&A-5）

枝肉最高値：4,205円 / kg
枝肉平均地：2,294円 / kg
平均価格：989,651円 / 頭
出荷頭数計：2,595頭

出荷実績

出荷頭数 月１２頭→月２４頭（288頭/年）の倍増計画を目指す。

隠岐牛の波及効果



０５
原料は保々見湾の海水のみ

海士乃塩
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海士御塩司所。伝統の「塩」づくりが
若者によって復活。継承される技。
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海士乃塩から始まる 産品づくり
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０６
海士の原風景を守るために

海士の本氣米



「島生まれ、島育ち隠岐牛」と「いわがき春香」の
恵みで育てた 島のこしひかり
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そして、さらなる
成長を遂げるために、
意外な資源、

「海藻」に着眼！



農産物
生産

隠岐牛
生産

CO2排出
CO2吸収

海藻栽培海藻栽培

海藻新商品開発海藻新商品開発

「～環境型新漁業創造に向けた離島発！6次産業化事業の展開～」

サプリメント

都市（○○市）

離島（海士町） 環境交流 【カーボンオフセット】

〔海藻種苗の資金調達〕

魚介類
住処

岩牡蠣
生産

食用加工

土壌剤
肥料・飼料

ﾊﾞｲｵﾏｽ
水素電池

四季を通じて
安定供給

四季を通じて
安定供給

飼
料

肥
料

堆
肥

ｱﾗﾒ、ｱｶﾓｸ、ｱﾏﾓ、ｲﾜﾉﾘ、ﾓｽﾞｸ等（ﾅﾏｺ）

排
泄
物
吸
収

低負荷循環

（医薬品原料他）

（乾物類）

水産資源保全
地球環境保全

ＣＡＳ
商品化

栄養塩
供給

自
然
の
循
環
力
を

活
用
し
た
、
豊
か
で

安
全
な
商
品
を
提
供

自
然
の
循
環
力
を

活
用
し
た
、
豊
か
で

安
全
な
商
品
を
提
供

産学官連携産学官連携 海藻養殖業

新商品販売促進

海藻加工生産

海藻種苗生産

新
会
社
設
立
3
社

離
島
版
・
雇
用
創
造
の
実
現

副
産
物
牡
蠣
殻
敷
設



海藻種苗
生産販売
機 能

海藻種苗
生産販売
機 能

海藻研究
教育交流
機 能

海藻研究
教育交流
機 能

新
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
集
積

磯焼け対策

藻場造成
魚礁開発
（資源管理）

海藻による
CO2吸収
（環境保全）

希少海藻
養殖生産

（付加価値型漁業）

【神馬、ヒジキ、岩ノリ、ハバ、
天草、海ゾーメン、昆布等】

海藻サプリ
商品開発販売
（付加価値型漁業）

【ア
カ
モ
ク
等
か
ら
フ
コ
イ
ダ
ン
、

ア
ル
ギ
ン
酸
な
ど
、
エ
キ
ス
を

抽
出
】

海藻飼料・肥料

商品開発販売
（付加価値型漁業）

離島発！

海藻バイオ
燃料生産
（環境漁業）

カ
ジ
メ
類

都市住民
との環境交流

促 進
（自然学校）

学術的
交流の促進
（情報発信）

海藻研究者・
ポスドク誘致
（人材育成）

島前高校
海藻専攻科

新設
（地域産業育成）

【都市と離島のカーボンオフセット】
（排出権取引）

【国
際
海
藻
学
会
等
】

【海藻種苗の生産・植付体験】
【水素エネルギー供給、集魚灯電池】

【研
究
の
た
め
の
沿
岸
と

調
査
研
究
室
を
提
供
】

【後継者育成】【ツルアラメ、アマモ場等造成】

文化・教育
の振興

地域経済
の振興

全国でも稀な
海藻研究施設を設置

全国でも稀な
海藻研究施設を設置

40名新規雇用
年間1,000名の
環境教育交流

底質浄化

水質浄化排泄物浄化

ＣＯ2吸収 栄養塩供給

産卵・餌場

新産業
創出

特産品
販売増

視察団体
増加

雇用機会
増大

持続可能
社会

大学との連携
東京海洋大
横浜国大

企業との連携
岡部㈱

バイオ水素
岩谷産業㈱

循環型新漁業創造に向けた離島発！
6次産業化の展開



一点突破型 産業振興策 ＩＣＴ

ＩＣＴ利活用・デジタルサイネージでＰＲ
住民が産地のこだわりを映像化・配信



一点突破型 産業振興策 ＩＣＴ

首都圏の居酒屋・オイスターバー
８店舗の客室にディスプレイを設置



離島キッチンが
神楽坂に。（2015年9月オープン）



2016年8月、銀座6丁目に
隠岐牛料理を中心とした
高級和食店をオープン！



一点突破型 産業振興策 これまでの成果

初年度に比べ、どの産業も
販売高や雇用者数が着実に増加。

産業 項目 初年度 Ｈ30年度

いわがき
春香（H14～）

販売個数 61,000個 270,070個

販売高 15,000千円 59,984千円

雇用者数
※パート含む

13人 21人

農水産物直売所
関連施設
（H14～）※塩含む

販売高 125,000千円 143,364千円

雇用者数
※パート含む

12名 20名

ＣＡＳ
商品（H17～）

販売高 27,000千円 209,726千円

雇用者数
※パート含む

18名 25名

隠岐牛（H18～）
※肥育牛のみ

販売高 55,000千円 232,533千円

雇用者数
※パート含む

6名 12名

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

46

コロナ禍前



若者・よそ者・バカ者が

島おこしの起爆剤
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若者たちの挑戦若者たちの挑戦
～自らステージを創る～
頭角を現すリーダー達
～自らステージを創る～
頭角を現すリーダー達
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交流 ＡＭＡワゴン

ＡＭＡワゴンによって、まちづくりに関心を持つ若者
の育成、新たな海士ファン層の獲得につながった。

東京からワゴンを走らせ２０～３０
人の学生と若手社会人が海士町
へ。出前授業や海士町を体験し、
町の課題解決の提案する。



商品開発研修生

〇〇〇〇（〇〇県）

仕事は島の宝探し！ 島のハーブ

ティー｢ふくぎ茶｣を商品化し、障がい
者の自立支援×地域ビジネスで、同作
業所の賃金を3倍に。

島の宝探しで大活躍
商品開発研修生
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㈱たじまや

〇〇〇〇（〇〇県）

・大学卒業後、漁師に弟子入り
・付加価値漁業を推進するため、島で起業
・伝統加工産業復活「干しなまこ」を中国へ輸出

漁業を志す人
51



廃校の危機に瀕する島の高校に
全国から続々と生徒が来島。

異例の学級増を実現！

島前高校魅力化プロデューサー

〇〇〇〇（〇〇県）

本の印税でアフガニスタンに学
校をつくる。海士へ。

教育を志す人
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隠岐牛を生産

〇〇〇〇(〇〇県)

隠岐潮風ファームに勤務した後、
独立。畜産業を営む傍ら、焼肉店
に勤務。結婚。

農業・畜産を志す人
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観光業を志す人

海士町観光協会

〇〇〇〇（〇〇県）

・甲子園球児
・学生起業家（カフェ経営）
・世界初の携帯クリック募金開発 54



情報発信に取り組む人

〇〇〇〇(〇〇県)

隠岐アイランズメディアを起業。
海士町のケーブルテレビ、あまコ
ミュニティチャンネルの番組制作
に携わる。

メディア業を志す人
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株式会社巡の環

〇〇〇〇(〇〇県)

大学院修了。民間企業入社。2008年1

月「持続可能な未来へ向けて行動す
る人づくり」を目的に株式会社巡の
環を仲間と共に設立。2011年4月より
海士町教育委員に就任。

人材育成業を志す人
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交流 ヨソモノ・若者が持っているもの、求めているもの

都市や海外との交流を通じて海士ファン急増。
起業も増えてきている。

・（株）隠岐牛企画
（隠岐牛店）［H20.4］

・（株）島ファクトリー
（旅行業・リネンサプライ）［H25.4］

・（一財）島前ふるさと財団
（学習塾）［H26.3］

・（株）海士伝報堂
（翻訳、メディア）［H26.11］

・（同）隠岐アイランズメディア
（放送メディア）［H27.3］

・㈱宇野
（宿泊業、農林水産加工業）［H28.2］

・㈱海士パワー
（発電事業）［H28.8］

集落・グループ・個人

・崎 （梅干GL）［16.11］

・知々井 （塩辛GL）［H17.12］

・豊田 （干物GL）［H20.1］

・さくらの家（ふくぎ茶）［H18.11］

・大漁（漁協干物GL）［H23.3］

・島のねーさん（菓子工房）［H27.3］

法人経営

・（有）隠岐潮風ファーム
（畜産）［16.1］

・隠岐事務センター
（情報システム管理）［H16.4］

・（株）ふるさと海士
（地場産商品化・販売）［H17.3］

・海士いわがき生産（株）
（いわがき養殖・販売）H18.10］

・（株）たじまや
（干しなまこ加工・販売）［H19.6］

・（株）カズラ
（散骨葬送）［H19.6］

・（株）巡の環
（メディア・新たな公）［H20.1］

・（株）隠岐桜風舎
（離島キッチン、商品開発）［H29.4］

・（株）まきはた
（畜産業、農林水産加工業）［H29.5］

・（株）ＡＭＡホールディングス
（観光ＤＭＯ）［H30.5］
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地域力 人間力×

特産品 交流 地域づくり

産業体験・研修交流

公設民営方式約2,500人視察、研修の受け入れ（年間）

隠岐牛ＣＡＳ
商品

海士の塩いわがき
春香

世界一の梅干しづくり

地域資源活用総合交流促進施設
（廃校・廃屋等改修交流施設）

干しナマコを特産品に

処理加工・集出荷貯蔵施設
（農林水産物処理加工施設）

いわがき春香の発展

処理加工・集出荷貯蔵施設
（農林水産物処理加工施設）

福来茶を特産品に

処理加工・集出荷貯蔵施設
（農林水産物処理加工施設）

CO２削減など、
海藻をテーマに
都市との交流

地域資源活用総合交流促進施設
（地域資源活用交流促進施設）

農業の若手育成支援

新規就業者技術習得管理施設
（新規就農者技術習得管理施設）

観光型定置網

処理加工・集出荷貯蔵施設
（農林水産物集出荷貯蔵施設）

地域企業との連携

事業の
波及効果



人づくりからのまちづくり

教育の魅力化×地域の活性化
隠岐島前高校魅力化プロジェクト
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島前高校への入学者数の推移
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全国から意志ある多彩な脱藩生を募集
「異文化・多様性」を持ち込み活性化させる

未来を創る
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新入生の５割が島外から入学
東京、京都、東北やドバイなどから

進路や卒業後の動きにも変化
40人中2人⇒39人中13人が早・慶、国公立大等など

キャリア教育連携推進表彰（経産省・文科省）受賞
プラチナ大賞（総務大臣賞）を受賞
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公立塾「隠岐國学習センター」創設
「自立学習」と学習意欲を育む「夢ゼミ」
週1回の共有会・指導方針の摺り合せ
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便利な都会で → ないものはない島で学ぶ
（地域を担う海士っ子を育む）

小中教育の魅力化



地域が頼る福祉 → 地域に頼る福祉へ
（生き生きと死ねる島）

福祉の魅力化

出張デイサービス（こぞって）

福祉シェアハウス（チェダッテ） 海士デトックスツアー（福祉人材確保）

こぞって×お山の教室



地域を見せる観光 → 地域を磨く観光へ
（島を繁盛させる）

観光の魅力化

離島キッチン海士 島宿

クリーニング業海士町観光協会



アメリカが一番 → わがトコが一番
（海士町×ＪＩＣＡ ないものはない！）

辺境同士の魅力化

ＪＩＣＡブータン研修



２００７ 地域づくり総務大臣表彰
大賞（第一号）受賞

２００８ にっけい子育て支援表彰
大賞受賞（日本経済新聞社）

２００９ 「日本で最も美しい村」連合
加盟（全国３３カ所）

２０１３ 「第１回プラチナ大賞」受賞
（自治体応募総数124件）



町政の経営指針

自立・挑戦・交流
×

継承・団結

町長 大江和彦（前地産地商課長） 副町長 吉元操（前総務課長）前町長 山内道雄

H14年6月～H30年5月 H30年6月～

これまでの町政の指針である「自立・挑戦・交流」を踏襲し、質
的転換を図りながら、深みのある奥行き感のある島づくりを進め、
さらに、海士に根づいた伝統文化や半農半漁の暮らしや絆を大切
にした「継承・団結」の思いのもと、みんなで引っ張る島づくり
を目指す。

～心ひとつに！みんなでしゃばる島づくり～



◆自立◆

◆挑戦◆

◆交流◆

◆継承◆

◆団結◆

地域にある資源の価値を見つめ直し、磨き、活かしきることで、人
も経済も自然環境も、循環する島づくりを進める。

老若男女や大小を問わず、地域の魅力が高まるための様々な取り組
みを応援し、粘り強く挑戦し続けられる島づくりを進める。

心が通う多様な交流を重ねることで、地域への誇りや愛郷心を育み
ながら、新たな活力を生み出す島づくりを進める。

地域の課題解決を図りながら、海士に根づいた伝統文化や方言・半
農半漁の暮らしなど、田舎だからこそ豊かに暮らせる風土を継承す
る島づくりを目指す。

海士町の置かれた状況を再確認し、評価と反省の上に立って、世代
や立場を超えて寄り合い、助け合い、意見を交わしながら、楽しく
幸せに生きる島づくりを目指す。
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地域に飛び出し、地域課題の解決に取り組むスーパー公務員を創出

海士町 半官半Ｘという多様な働き方を実践
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稼ぐ海士町を実現！ ＡＭＡホールディングス株式会社

海士町が取り組む”外貨創出”とは

取締役
阿部裕志

㈱風と土と代表取締役

島の広報部

取締役
大野圭祐

島前高校学校経営補佐官

島の営業部

代表取締役
大江和彦
海士町長

半官半X

事務局
岡部有美子

コミュニティガーデニング（委託）

関係人口

取締役
青山敦士

㈱海士代表取締役

島の投資部

事務局
柏谷猛

海士町交流促進課長

外貨創出

設立 ２０１８年
資本金 ３０００万円
株主 海士町100%
役員 取締役４名（島内民間経営者３名）
従業員 フルタイム２名、業務委託２名
事務局 海士町役場３名

観光、教育、産業、行政などそれぞれの分野の中で、
より早い意志決定、より強い連携を行うため、
海士町長を代表取締役として設立。
海士町の「攻め」の政策を担う事業会社として、
外貨獲得および町内還元のため、現在は

◎ふるさと納税事業
◎未来投資事業（未来共創基金）
◎わがとこバスツアー事業
を主な事業としている。

まちづくりを行政主導型から官民連携型にシフト
（民が官の仕事をする、これもまさに半官半Ｘ）
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隠岐ユネスコ世界ジオパーク 泊まれる拠点施設 Entô

海士町が取り組む”外貨創出”とは
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稼ぐ海士町を実現！ ふるさと納税寄付額の推移

海士町が取り組む”外貨創出”とは
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稼ぐ海士町を実現！ ふるさと納税寄付額の推移

海士町が取り組む”外貨創出”とは
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稼いだ外貨を地域に還元する仕組み 使い方にも工夫

海士町が取り組む”外貨創出”とは

集まったふるさと納税は、行政予算に取り崩すだけではなく

町民の皆様が“島の未来を創る”ための地域振興事業にチャレンジする仕組みを構築

条例を改正し、ふるさと納税の寄付額の一部を原資とした

未来共創基金
を設置

未来共創基金は、熱量をもった町民の誰もがエントリーできる。

島の未来を創る事業提案に対して

挑戦内容を客観的に審査する機関として

一般社団法人海士町未来投資委員会
を設立

未来投資委員会の理事には、海士町と関わりの深い方々で

資金援助に向けて事業へのアドバイスなど、伴奏者として寄り添いながら事業を応援。

寄付された皆様に対して、定期的に事業の進捗状況を報告することにより、寄付された皆様が

海士町の挑戦に応援団として関心を寄せていただくことで、関係人口の拡大に結びつくものと期待。
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未来共創基金で採択された“島の未来を創る”事業

海士町が取り組む”外貨創出”とは

2022年度事業には、13件のエントリーがあり、最終的には8件の事業申請（5件は辞退）

一次審査では、8件のうち2件の事業が通過し、年明けの2次審査に向け、現在、事業の磨き上げをしている。

https://ama-future.org/
https://ama-town.note.jp/n/n40f9f1d515af
https://ama-town.note.jp/n/n4b0f3f034d01
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働き方をデザインする“海士町複業協同組合”

海士町が取り組む”外貨創出”とは

海士町のマルチワーカーをモデルとして創設された
特定地域づくり事業の法律制定に基づき
“海士町複業協同組合”を全国第一号で設立

同組合は、複数の事業者が連携し、季節毎の仕事量に応じて組合職員を派遣するもので、
年間を通じた雇用と人材育成に取り組む組織。

こうした働き方は、海士町が古来から行ってきた半農半漁という暮らし方に類似する。

役場並びに組合職員自らが、海士の歴史や風土に学びながら、合わせ技で働き方をデザインし、
チャレンジしていくことで、町内事業所はもちろん、地域の価値や魅力が高まり、

UIターンの促進に大きく寄与するものと考えている。
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働き方をデザインする“海士町複業協同組合”

海士町が取り組む”外貨創出”とは
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離島が身近な場所に 大人の島留学

海士町が取り組む“滞在人口”とは
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離島にもっと若者を 人材の還流おこしプロジェクト

海士町が取り組む“地方創生”とは



人口の推移

人口減少へ歯止め

令和2年国勢調査 令和4年島根県公表値
（2020年10月） （2022年8月）

２,２６７人 → ２,３１７人



大きく覆した人口減少予測

1707人 → 2317人
［2022年推計］ ［2022実態］

（2000年時点での人口推計） （2022年島根県公表値）

年間平均出生数

8人 → 18人 → 15人
［2003年～2005年］ ［2013年～2015年］ ［2020年～2022年］

※2022年：14人 2021年：17人 2022年：14人 （計：45人）

祭で神輿を出せる集落の数（全14集落）

5集落 → 10集落
［2006年］ ［2022年］

※菱浦、福井、中里、東、北分、宇受賀、豊田、保々見、御波、崎



※H１６～R３の１８カ年

移住者：８７３人（６２２世帯）
定着率４７％、人口の1８％を占める

続々と島に集結
人材が人｢財｣に

～心通う交流が新たな挑戦を生み出す～



地方創生に取り組む姿勢地方創生に取り組む姿勢

• 自分たちの地域は自ら守り、地域の未来は自ら築く！
（それが自治の原点。危機意識の共有。）

• 島にある資源を磨き、島の個性を最大限に活かす！
（あるものを活かせ。）

• 地域活性化の源は「交流」に有り！

（異質なものを取り入れ、多様性をもち、互いに変化し成長する。）

• 若者・よそ者・馬鹿者が「連携」すれば地域は動く！

（とにかく動く。動けば必ず変わる。）

• 地方創生の究極は、人材育成と人材の定着化！
（地域づくりは人づくり。）
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さらなる挑戦 町民一人ひとりが幸せを実感できる島を目指し

海士町が取り組む“地方創生”とは



R5新体制！「還流」「環境」「循環」を推進するプロジェクトリーダーを募集します！

ひとの還流 里山里海の循環暮らしの環境

やるこ
と

チーム

連携
組織

リー
ダー リーダー募集③リーダー募集②リーダー募集①

暮らしの環境課（仮称） 資源循環課（仮称）還流促進課（仮称）

新たな人の流れづくり

新しい挑戦づくり

働き方のデザイン

新しい旅のデザイン

（一財）島前ふるさと魅力化財団
海士町複業協同組合、商工会 etc

役場各部署、海士診療所、福祉施設、
海士町サポートセンター etc

ぐるぐる会議、交交、トビムシ、
三菱重工、（有）イーズ etc

・「還流」「環境」「循環」の推進による魅力的な地域づくり ・若者に選ばれる、若者が集う島

半官半Xの推進

暮らし方のデザイン

健康づくりPJ

医療・福祉人材の確保

だっでもあんきにおもっしぇ島に！
スローガン

３つの
かん

懐かしき未来づくり（失われた原風景の再生）

ワクワクする楽しみ方のデザイン

里山里海PJ（持続性の追求）

島の経済循環拠点PJ（Ex:製材ほか）

官民共創特命担当（仮称）

島の伝統文化継承と魅力化島の還流DX／外貨創出

ふるさとを想う
人づくり

ふるさと納税
未来共創基金

還流PFの
構築

やるこ
と

郷育特命担当（仮称）

第2の
役場構想

ジオコンテンツPJ

連携
組織

AMAホールディングス（株）、（一社）海士町観光協会、
（株）海士、（株）島ファクトリー、（株）隠岐桜風舎

JICA、後鳥羽院顕彰事業実行委員会、（株）隠岐桜風舎、
（一社）隠岐 隠岐ジオパーク推進機構

公
募

チーム

半官半Ｘ特命担当／地産地商課／いわがき春香特命担当／福祉魅力化特命担当／海士診療所
健康福祉課／総務課／会計課／議会事務局／財政課／住民生活課／環境整備課／共育課

各事業所との連携
（新社協・JA・春香・ＣＡＳ・隠岐牛

他）

住民・関係人口との連携
（しゃばる感の醸成）

リーダー募集④リー
ダー リーダー募集⑤



最後尾

アメリカ

明治～高度成長期イメージ

日本東京

大阪
島根

海士町
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最後尾から最先端へ

持続可能社会へのタグボートへ

アメリカ

これから

日本東京

大阪
島根

海士町
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島・地方から日本の未来を
変えるモデルづくり

アメリカ

これから

日本東京

大阪
島根

海士町

農村・漁村

離島

最先端
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ピンチはチャンス！
ハンディキャップを
アドバンテージに！

官民一体！ 地域一体！
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海士町の生き様・心意気

便利なものはなくてよい

①「ありません」

②すべて「あります」

人が生きていくために
大切なものはすべてここにある

③なければ創れば良い
みんなで創る過程にこそ

意味がある
（思い出づくり）



自立に向けた挑戦に終わりはない！これからが正念場。
引き続き、ご支援、ご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。

自立・挑戦・交流
継承・団結

～心ひとつに！みんなでしゃばる島づくり～
（みんなで引っ張る）
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